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１．はじめに

図１．皆既日食時のひまわり８号の画像
（２０１６年３月９日１０時３０分）
月の影が中央に映っています。
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静止気象衛星「ひまわり」は、１９７７年に初代ひまわりが打ち上げられて以来、衛

星本体の世代交代を重ねながら、４０年以上にわたり運用され、アジア・太平洋域の

貴重な観測データを国内外の利用者に届け続けています。「ひまわり」は、その観測

データから得られる数々の情報が防災情報として活用されるという非常に重要な役

割を担うとともに、観測画像そのものがテレビの天気予報やインターネットを通じて広

く提供されるなど、皆さんの耳目に触れる機会が多いこともあり、日本で最も親しまれ

ている人工衛星の一つと言っても良いでしょう。この紙面をお借りして、みなさんに「ひ

まわり」をもっと知っていただくことが出来ればうれしい限りです。

表１．歴代の「ひまわり」

図２．ひまわり８・９号の外観
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２．「ひまわり」の役割

気象衛星は、気象観測を行うことが困難な海洋や砂漠・山岳地帯を含む広い地

域の雲、水蒸気、海氷等の分布を一様に観測することが出来るため、大気、海洋、

雪氷等の全球的な監視にたいへん有効です。特に洋上の台風監視においてはとて

も重要な観測手段となっています。世界気象機関（ＷＭＯ）は、世界気象監視

（ＷＷＷ）計画の重要な柱の一つとして、複数の静止気象衛星と極軌道気象衛星

からなる世界気象衛星観測網を提唱しています。日本は１９７７年以来、静止気象

衛星を配置して運用し、その一翼を担ってきました。日本や東アジア・西太平洋域内

の各国における天気予報はもとより、台風・集中豪雨、気候変動などの監視・予測、

船舶や航空機の運航の安全確保などの大きな役割を担っています。「ひまわり」等

の静止気象衛星は、赤道上空約３５,８００ｋｍの高度を地球の自転と同じ周期で周

回しています。そのため、広い範囲を高頻度に観測することができます。

３．観測機能の向上

「ひまわり」の歴史は、観測機能の向上の歴史でもあります。表２は、初代ひまわり

からひまわり８・９号までの観測頻度、観測バンド（波長）数、空間分解能、階調の変

遷です。

図３．世界の気象衛星観測網
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３．１ 観測頻度

ひまわり８・９号では、フルディスク観測（衛星から見える地球全体）を行いながら、

特定の領域を高頻度に観測することが可能になりました。また、観測頻度が飛躍的

に向上し、衛星画像を「動画」として観る機会が多くなりました。

３．２ 観測バンド数

ひまわり８・９号では、可視・近赤外・赤外の１６種類の波長帯（バンド）で観測を行

います。観測する波長帯の数を観測バンド数と呼びます。

表２．歴代「ひまわり」の観測機能

図４．ひまわり８・９号の観測頻度
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多バンドの画像活用につきましては、気象衛星センターホームページ（ｈｔｔｐｓ：／／

ｗｗｗ.ｄａｔａ.ｊｍａ.ｇｏ.ｊｐ／ｍｓｃｗｅｂ／ｊａ／ｐｒｏｄ／ｐｒｏｄｕｃｔ.ｈｔｍｌ）に詳しく掲載しており

ますので、ぜひご訪問ください。ひまわりの観測データからは、雲の画像だけではな

く、数値予報の初期値解析や実況監視に利用される様々なプロダクトが作成されて

います。

図５．千島列島ライコケ島の火山噴煙
（２０１９年６月２２日１４時５０分）

図６．大気追跡風の例（海上推定風）
（２０１８年７月２０日９時３０分）

表３．ひまわり８・９号の観測バンド

Ｇｅｏｓｔａｔｉｏｎａｒｙ Ｍｅｔｅｏｒｏｌｏｇｉｃａｌ Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ “Ｈｉｍａｗａｒｉ”

８



図７．ひまわり８号が撮像した月
（２０１９年８月１８日１３時１０分）

図８．ひまわり８号が撮像した金星
（２０１５年８月２４日１３時３０分）

図９．ひまわり８号が撮像した木星
（２０１５年１２月１９日１８時００分）

４．「ひまわり」が撮像した月と惑星

地球だけではなく「うちゅう」に関係

する画像もご覧いただきましょう。フ

ルディスク観測では、地球の周辺の

月や惑星が撮像されることがありま

す。月、金星、木星の撮像例をご覧く

ださい。金星は欠けた形が捉えられ

ています。

５．おわりに

静止気象衛星「ひまわり」、いつも頑張っています。「ひまわり」の観測データが、気

象業務のみならずみなさんの社会活動や生活の向上に、さらに貢献していくことを願

って筆（マウス）を置きます。ここまでお読みいただきまして、ありがとうございました。
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